
大豆 

吸実性カメムシ類 

発 生 の 動 向 

１ 大豆に発生する吸実性カメムシ類は子実を吸汁加害し、減収や品質低下を引き起こす。カメムシ

類による子実被害は、莢伸長期～子実肥大初期は未熟粒が発生し（収量被害）、子実肥大期後半では

不整粒が発生する（品質被害）（図１、２）。 

２ 近年のサンプリング調査では、カメムシ類による子実被害の程度が高まっている（図３）。 

３ 本県では従来、主な加害種をホソヘリカメムシとしていたが、令和７年９月には県中南部で新た

にイチモンジカメムシの発生が確認された（図４）。 

４ 令和７年の基準ほ場（北上市成田、無防除）では８月後半～10月前半にかけて両種の多発が認め

られた（図５）。 

５ 近年の多発要因として、秋期の高温により圃場内でふ化した幼虫が子実を加害しつつ成虫まで発

育したことが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 被害莢（未熟粒）            図２ 被害粒（不整粒） 

※ 引用：いわての農作物病害虫図鑑（Ⅰ）稲・畑作物・牧草編 （一社）岩手県植物防疫協会 

 

 

 

 

 

図３ カメムシ類による子実被害の年次推移 

    ※平均被害粒率：発生圃場の平均値 

 

図４ イチモンジカメムシ（左上：成虫、 

左下：幼虫）とホソヘリカメムシ（右） 
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防 除 対 策 

１ 前年カメムシの発生が多い地域や秋期が高温で推移する年には、莢伸長期～子実肥大中期に２回

程度の薬剤防除を行う。 

２ 防除の際は、大豆の莢に薬剤が十分かかるように散布する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 基準圃場におけるカメムシ類の時期別発生量

（Ｒ７、見取り調査） 

  基準ほ場：北上市成田、品種：リュウホウ、無防除 

播種：6 月 9 日、開花期：7 月第 5 半旬 
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